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項 目 要  約 

１．研究の概要 現在の商用原子炉には、未臨界度を直接監視できる手段はないた

め、商用原子炉における未臨界度のオンライン監視を実現化すること

を目的とし、炉心シミュレータのミクロ燃焼モデルによる中性子源強

度評価技術と、最新の簡易フィードバック理論に基づくノイズフィル

タを備えた反応度評価手法とを融合させ、停止中の沸騰水型原子炉の

未臨界状態を監視する装置を開発し、適用性について検証を行うこと

を目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）反応度評価手法の開発

２）核計装信号処理手法の検討

３）未臨界監視装置の試作

４）核計装データ採取

５）未臨界監視装置の検証

２．総合評価 
Ａ

・停止時の沸騰水型原子炉の未臨界状態の監視法及び未臨界計測検出

装置が開発されるなど実用的な成果が得られている。 

・今後は、得られた成果を活用し、実用開発につなげて欲しい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


